
「所沢市自治基本条例」を
いっしょに育てていきましょう

　平成23年３月３日、「所沢市自治基本
条例」が誕生しました。わたしたちのま
ち「所沢」は、昭和25年に市制を施行し、
以来60年が経過しましたが、時代が変化
する中で本市のさまざまな課題への対応
や市政運営のために約240もの条例を制
定してまいりました。
　この度の自治基本条例は、地方分権に
おける自治体の自立や市民・団体等の活動の高まりなど
を背景に、これからの所沢の自治を進めるうえでの規範
となるものとして定めたものです。本市の自治の基本理
念や、市民等、市議会、市長それぞれの役割、参加と協
働の仕組みおよび適切な市政運営のルールを定め、これ
らの着実な実行をめざすものです。
　この条例の制定に向けた取り組みは平成17年度からは
じまり、平成21年１月に、公募市民による検討委員会を
発足しました。検討委員会が主体となってより多くの市
民や各種団体、学生の皆さんと意見交換をするための
「市民対話集会」を実施したことは、本市ではじめての
取り組みでした。条例づくりにご協力いただいた多くの
方々に感謝申し上げます。
　本年７月１日に自治基本条例がスタート（施行）しま
すが、どんな課題に直面したときも知恵と力をあわせて
乗り越えていくためのよりどころになるよう、皆様とと
もにこの条例を育て、市民自治を推進してまいりたいと
思っております。市民の皆様や市議会の一層のご理解と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　

平
成
12
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
地

方
分
権
一
括
法
に
よ
り
、
市
町
村
は

「
真
の
地
方
自
治
」
に
向
け
て
自
己

決
定
と
自
己
責
任
の
も
と
で
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

自治基本条例のポイント
　

自
治
の
主
人
公
で
あ
る
市
民
が
、
地
域
の
課
題
へ
取
り
組
み
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
（
市
議
会
や
市
長
等
）
と
課
題
を
共
有
し
連

携
・
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
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で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
基
本
的
な
方
針
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、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
本
ル
ー
ル
と
し
て
「
所
沢
市
自
治
基
本
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。
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し
ま
す

市民の皆さんが主役です
～市民自治によるまちづくりを進めます～

所沢市長　当麻よし子

　
「
市
民
自
治
」
と
は
市
民
が

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
市
政
は
市
民

の
た
め
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

▼ 市民が主権者であること、議会や市長は
市民の負託を受け、ともにまちづくりを
推進していくことを明確にしています。

▼市民は、個人として尊重されることや、市政について情
報を知る権利、参加する権利などを規定しています。

▼互いに協力してまちづくりの推進に努めるものとしています。

市民が自治を進める主役です

▼市長は市民とともに自治を推進すること、市政運営に関
する方針とその進行状況を明らか

にすることとしています。

▼市議会は議員相互間の自由闊
かっ た つ

達な討議を
行うなどその活性化を図ること、議員は
市民の意見、要望等を把握して市政に反
映することなどを定めています。

市民の負託を受けた市議会や
市長のあり方を明らかに

所
沢
市
議
会

▼市が行政を運営するための総合計画と財政運営について、
基本的な考え方を明らかにしています。総合計画の進捗
状況と、財務に関する情報につ

いては、市民にわかりやすく公表や説明など
を行うこととしています。

▼市民ニーズや課題に対応する政策を実現する
ための立法や法解釈を行う政策法務のほか、
施策等を見直すための行政評価についても規
定しています。

市政運営の考え方を明らかに

▼市民や市が基本的規範としてこの条例
を守るよう定めています。

▼市は条例等を作ったり見直したりするときには、自治
基本条例の考えに合うようにすることとしています。

▼自治基本条例が適正に運用されているか、見直しが必要かなどを審議す
る「所沢市自治基本条例推進委員会」の設置を規定しています。

自治基本条例の考えを
実現していくために

所沢市イメージマスコット
トコろん

「
所
沢
市
自
治
基
本
条
例
」

７
月
１
日
に

条
例
制
定
の
背
景

　

そ
の
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
や
低
成
長
時
代
の
到
来
は
新
た
な

課
題
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
市
民
活

動
の
広
が
り
や
市
民
の
行
政
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
か
ら
、
市
民
と
の

協
働
の
あ
り
方
も
含
め
、
健
全
な
行

財
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本

的
な
考
え
を
、
市
民
と
市
が
共
有
す

る
必
要
性
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
所
沢
は
、
武

蔵
野
台
地
に
あ
り
、
狭
山
丘
陵
に
代

表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、

旧
石
器
時
代
の
人
々
の
生
活
を
示
す

砂
川
遺
跡
や
、
江
戸
時
代
に
開
拓
さ

れ
た
三
富
新
田
な
ど
の
土
地
が
広
が

り
ま
す
。
ま
た
、
鎌
倉
街
道
の
拠
点

と
し
て
発
展
し
、
織
物
や
さ
つ
ま
い

も
、
茶
な
ど
を
産
み
出
し
、
日
本
で

初
め
て
飛
行
場
が
つ
く
ら
れ
た
航
空

発
祥
の
地
で
あ
る
な
ど
、
歴
史
と
文

化
に
育
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

　

首
都
圏
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う

立
地
条
件
の
良
さ
か
ら
、
県
南
西
部

の
中
核
的
な
都
市
と
し
て
発
展
し
、

う
る
お
い
の
文
化
都
市
を
め
ざ
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
雑
木
林
に

象
徴
さ
れ
る
武
蔵
野
の
豊
か
な
自
然

は
開
発
に
よ
り
徐
々
に
減
少
し
、
ま

た
、
産
業
廃
棄
物
処
分
を
め
ぐ
る
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
等
の
環
境
問
題
が
顕
在

化
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
市
民
、
市

（
市
議
会
、
市
長
そ
の
他
執
行
機
関
）

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま

　

本
市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
第

４
次
所
沢
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本

計
画
の
策
定
過
程
で
こ
の
条
例
の
制

定
に
向
け
た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
18
年
度
か
ら
は
有
識
者

等
で
構
成
す
る
検
討
懇
話
会
か
ら
市

民
参
加
に
よ
る
条
例
づ
く
り
の
方
向

性
な
ど
提
言
を
い
た
だ
き
、
市
と
し

て
市
民
と
の
勉
強
会
や
講
演
会
な
ど

を
開
催
し
、
条
例
づ
く
り
を
広
め
て

き
ま
し
た
。

　

21
年
か
ら
は
市
民
委
員
50
人
か
ら

な
る
条
例
検
討
委
員
会
と
市
と
の
間

で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
び
、

市
職
員
と
と
も
に
条
例
素
案
を
検
討

し
ま
し
た
。
60
回
以
上
に
お
よ
ぶ
パ

ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
（
市

民
対
話
集
会
）や
意
見
提
案
手
続
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
通
し
て
多
く

の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
条
例
制
定
過
程
に
お
い
て
は
、
市

議
会
に
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

多
く
の
議
論
を
積
み
重
ね
て
完
成
し

た
条
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
所
沢
市
平
和
都

市
宣
言
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
人
類
共

通
の
願
い
で
あ
る
平
和
な
社
会
を
守

り
な
が
ら
、
住
ん
で
い
る
こ
と
に
誇

り
を
持
ち
、
今
後
も
住
み
続
け
た
い

ま
ち
所
沢
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に
助
け
合
い
、

協
力
し
合
っ
て
、
子
ど
も
と
み
ど
り

を
育
み
、
す
べ
て
の
人
を
大
切
に
す

る
ま
ち
所
沢
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
自
ら
が
、
主
体
的
か
つ
積
極

的
に
市
政
に
参
加
し
、
市
は
市
民
の

負
託
に
応
え
、
市
民
と
情
報
を
共
有

し
、
市
民
が
主
役
と
な
っ
て
自
治
を

進
め
る
市
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
こ

に
所
沢
市
の
最
高
規
範
た
る
べ
く
、

所
沢
市
自
治
基
本
条
例
を
制
定
し
ま

す
。
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所
沢
市
自
治
基
本
条
例
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
市
役
所
３
階
政
策
企
画

課
、
同
１
階
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
推
進
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、

で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

条
例
制
定
ま
で
の
道
の
り

自
治
基
本
条
例　

前
文

条例の目的
市民自治の実現による
市民福祉の増進
自治基本条例の構成
前　文
第１章　総則
第２章　自治の基本理念及び基本
　　　原則

第３章　市民等
第４章　市議会及び議員
第５章　市長及び職員
第６章　情報の公開及び共有
第７章　参加及び協働
第８章　市政運営
第９章　国、県、他自治体等との
　　　連携等

第10章　所沢市自治基本条例推進
　　　委員会

附　則

▼市民参加の機会を保障するための
取り組みを進めるとともに、市民
参加に必要な情報共有を推進する

こととしています。

▼市民参加をさらに進めていくための条例と、市
民が意見を表明するための住民投票に関する条
例を定めることとしています。

▼「市民」「事業者」「地域コミュニティ」などや「市」は課題の解決のた
め、それぞれの役割分担に基づき、対等な立場で連携・協力に努めます。

市民参加と協働を進めます

６月５日㈰

　自治基本条例の制定を記念し、条例のことをもっと知
っていただくために講演会とパネルディスカッションを
開催します。
日６月５日㈰午後１時～３時30分
場中央公民館ホール
◎会場へ直接お越しください。
◆第１部　基調講演会
講法政大学教授・廣瀬克哉さん
◆第２部　パネルディスカッション
費無料
問政策企画課☎２９９８-９０２７5２９９４-０７０６

自治基本条例記念講演会

▲自治基本
条例説明会
の様子
（５月15日
㈰／小手指
公民館）
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